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Ⅰ－2 近年、災害が激甚化・頻発化し、特に、梅雨や台風時期の風水害（降雨、強風、高潮、波浪による災害）が毎年のよう

に発生しており、全国各地の陸海域で、土木施設、交通施設や住民の生活基盤に甚大な被害をもたらしている。こうした状況

の下、国民の命と暮らし、経済活動を守るためには、これまで以上に、新たな取り組みを加えた幅広い対策を行うことが急務

となっている。

（1）災害が激甚化・頻発化する中で、風水害による被害を、新たな取り組みを加えた幅広い対策により防止又は軽減するため
に、技術者としての立場で多面的な観点から3つ課題を抽出し、それぞれの観点を明記したうえで、課題の内容を示せ。
（2）前問（1）で抽出した課題のうち最も重要と考える課題を1つ挙げ、その課題に対する複数の解決策を示せ。
（3）前問（2）で示したすべての解決策を実行しても新たに生じるリスクとそれへの対応策について、専門技術を踏まえた考
えを示せ。

（4）前問（1）～（3）を業務として遂行するに当たり、技術者としての倫理、社会の持続可能性の観点から必要となる要件・
留意点を述べよ。

作成日 2021.7.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅰ－2
評価 Ａ

部門 建設

専門科目 道路

１ ．

風 水 害 に よ る 被 害 を 軽 減 又 は 防 止 す る た め の 課 題

【 課 題 ① 】 い か に 被 害 対 象 を 減 少 さ せ る か （ 防 災 ソ フ

ト 対 策 の 観 点 ）

・ 災 害 時 に は 避 難 情 報 や 避 難 指 示 が 発 令 さ れ て い る が 、

逃 げ 遅 れ に よ る 人 的 被 害 に 加 え 、 建 物 の 倒 壊 等 の 被

害 が 発 生 し て い る 。

・ 気 候 変 動 の 影 響 で 、 災 害 発 生 条 件 が 変 化 し て い る 可

能 性 が あ る 。

・ 防 ぎ き れ な い 災 害 は 発 生 す る と 認 識 し 、 被 害 最 小 化

の た め に 被 害 対 象 範 囲 を 減 少 さ せ る 必 要 が あ る 。

■ 問題点を断片的に列挙するだけでなく「・・新たな取り組みを加えた幅広い対策によ

り防止又は軽減するために、技術者としての立場で・・」と言う命題に応えるたる技

術応用による解決方針を示してください。

長い見出し、箇条書きは印象的に悪いので不利と思われます。

【 課 題 ② 】 い か に 関 係 者 全 体 で 災 害 抑 制 対 策 を 実 施 す

る か （ 防 災 ハ ー ド 対 策 の 観 点 ）

・ 近 年 、 堤 防 の 破 堤 や 、 強 風 に よ る 建 物 の 倒 壊 、 住 宅

屋 根 の 破 損 な ど 、 想 定 外 の 規 模 の 災 害 に よ る 甚 大 な

被 害 が 発 生 し て い る 。

・ 堤 防 の 破 堤 を 例 に す る と 、 河 川 管 理 者 の み の 対 策 で

は 防 ぎ き れ な い た め 、 行 政 ・ 民 間 ・ 自 治 体 な ど の 関

係 者 が 協 力 し て 災 害 抑 制 対 策 を 実 施 す る 必 要 が あ る 。

■協力・・確かに要りますが、しかし技術士としてはどう導いていきますか。

【 課 題 ③ 】 い か に 被 害 を 最 小 化 し 早 期 復 旧 す る か （ 災
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害 復 旧 の 観 点 ）

・ 風 水 害 に よ り 、 防 災 拠 点 や 医 療 福 祉 施 設 、 道 路 や 空

港 な ど の 重 要 イ ン フ ラ が 広 域 で 被 災 し て い る 。

・ 人 命 救 助 や 被 災 地 の 復 旧 支 援 の た め に は 、 社 会 経 済

が 復 旧 不 可 能 な ダ メ ー ジ を 受 け な い よ う に 、 被 害 を

最 小 化 し 、 早 期 復 旧 の た め の 事 前 対 策 を 実 施 し て い

く 必 要 が あ る 。

２ ． 抽 出 し た 課 題 の う ち 最 も 重 要 と 考 え ら れ る 課 題 と

そ の 課 題 に 対 す る 解 決 策

・ 最 も 重 要 と 考 え ら れ る 課 題 は 、 課 題 ① い か に 被 害 対

象 を 減 少 さ せ る か 、 で あ る 。

・ 対 策 必 要 箇 所 が 減 少 す る た め 、 効 果 的 な 早 期 の 対 策

が 可 能 に な る 。 ま た 、 被 災 範 囲 も 減 少 す る た め 災 害

発 生 時 の 早 期 復 旧 が 可 能 に な る な ど 、 他 の 課 題 解 決

に も 寄 与 す る た め で あ る 。 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。

■見出しが 2行、課題の選定理由も 6行と冗長です。これは答案なので簡潔にいきましょ

う。

【 解 決 策 ① 】 防 災 情 報 の 充 実

・ 土 砂 災 害 警 戒 区 域 や 浸 水 想 定 区 域 等 の 危 険 箇 所 の 認

知 度 向 上 の た め 、 行 政 に よ る 危 険 箇 所 の 説 明 会 や 地

域 で の 防 災 教 育 を 継 続 し て い く 。

・ 土 砂 災 害 や 強 風 、 高 潮 、 波 浪 な ど の 災 害 リ ス ク の あ

る 箇 所 は 、 危 険 箇 所 の 看 板 を 設 置 す る な ど 、 日 常 的

に 危 険 を 認 識 で き る 環 境 を 整 備 す る 。

■技術面からの提案を増やすようにしてください。
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【 解 決 策 ② 】 低 リ ス ク 箇 所 へ の 誘 導

・ 土 砂 災 害 防 止 法 に よ る 建 築 規 制 を 進 め る と と も に 、

土 砂 災 害 警 戒 区 域 内 な ど の 危 険 箇 所 内 の 建 物 は 、 所

有 者 に よ る 移 転 や 補 強 を 継 続 的 に 促 し て い く 。

・ 浸 水 被 害 軽 減 区 域 で は 、 固 定 資 産 税 の 減 免 や 住 宅 ロ

ー ン の 優 遇 な ど 、 イ ン セ ン テ ィ ブ を 付 与 し 危 険 箇 所

に 住 ま な い 工 夫 を 行 う 。

【 解 決 策 ③ 】 避 難 体 制 の 強 化

・ レ ー ダ ー 雨 量 計 Ｘ レ イ ン や 河 川 ラ イ ブ カ メ ラ 、 危 機

管 理 型 水 位 計 を 用 い て 高 精 度 の 洪 水 予 測 を 行 う 。

・ そ れ ぞ れ の 状 況 に 応 じ た 適 切 な 避 難 の た め 、 マ イ 防

災 マ ッ プ や マ イ タ イ ム ラ イ ン の 作 成 を 支 援 す る 。

３ ． 解 決 策 を 実 行 し で も 新 た に 生 じ る リ ス ク と そ れ へ

の 対 策

【 新 た な リ ス ク 】 正 常 性 バ イ ア ス

・ 被 害 対 象 範 囲 が 減 少 す る こ と で 「 自 分 だ け は 災 害 に

合 わ な い だ ろ う 」 と い う 正 常 性 バ イ ア ス が 働 き 、 逃

げ 遅 れ に よ る 人 的 被 害 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。

■わりと普通に思いつくこと。もう少し先読みした分析はありませんか

【 対 策 】 逃 げ な き ゃ コ ー ル

・ 遠 く に 住 ん で い る 親 族 や 地 域 防 災 リ ー ダ ー な ど 、 親

し い 人 か ら 災 害 の 緊 急 性 や 危 険 性 を 伝 え る こ と で 、

正 常 性 バ イ ア ス の 防 止 と 避 難 の 実 行 性 を 向 上 さ せ る 。

４ ． 倫 理 と 社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点 か ら の 業 務 遂 行 要

件
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技 術 者 倫 理 の 観 点

・ 住 民 の 安 心 安 全 を 第 一 に 考 え 、 災 害 危 険 箇 所 や 災 害

リ ス ク を 説 明 す る と き は 、 メ リ ッ ト や デ メ リ ッ ト を

客 観 的 事 実 と し て 、 住 民 目 線 で 分 か り 易 く 伝 え る こ

と が 重 要 で あ る 。

■ 問 4 の 内 容 は 結 構 で す 。 ◎ で す 。

社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点

・ 防 風 林 や た め 池 、 山 地 の 水 源 か ん 養 機 能 の 確 保 な ど 、

自 然 と 防 災 の 共 存 を 常 に 念 頭 に 置 い て 、 将 来 世 代 に

続 く 防 災 ま ち づ く り を 検 討 し て い く こ と が 重 要 で あ

る 。 以 上
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Ⅱ－1－4 土工工事において施工プロセスの各段階でICTを全面的に活用する工事
をICT施工というが、ICT土工の効果を2つ説明せよ。またICT土工における出来形管
理の手法を具体的に2つ挙げ、それぞれ概要を説明せよ。

作成日 2021.7.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅱ－1－4
評価B、ⅡⅢ総合でA
部門 建設

専門科目 道路

１ ． Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 の 効 果 ← ア ン ダ ー ラ イ ン は 不 要 で す

【 効 果 ① 】 作 業 の 効 率 化

・ 一 般 的 な 土 工 で は 丁 張 を 設 置 し 重 機 に よ る 掘 削 を 行

う 。 Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 の 場 合 は 、 重 機 の 操 作 画 面 に 計 画 勾

配 等 が 表 示 さ れ る た め 、 丁 張 設 置 が 不 要 と な る 。

■丁張は結果であって、それが省力化ではありません。形にとらわれずに本質的違いを述

べるように。

・ ま た 、 大 容 量 通 信 を 用 い た 場 合 は 、 オ ペ レ ー タ ー の

技 量 次 第 で は 複 数 台 の 重 機 を 同 時 に 操 作 可 能 と な り 、

効 率 性 が 格 段 に 向 上 す る 。

【 効 果 ② 】 作 業 員 の 危 険 作 業 の 減 少

・ 遠 隔 地 か ら 操 作 可 能 と な る た め 、 災 害 現 場 で の 二 次

被 害 や 火 山 ガ ス 、 熱 中 症 な ど の 作 業 員 の 危 険 作 業 や

リ ス ク を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。

・ 作 業 員 が 現 場 に 立 ち 入 る こ と が 減 る た め 、 重 機 と 作

業 員 の 接 触 に よ る 事 故 発 生 も 抑 制 で き る 。

２ ． Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 の 出 来 形 管 理 手 法

【 手 法 ① 】 Ｕ Ａ Ｖ に よ る 出 来 形 測 量

・ Ｕ Ａ Ｖ に よ る ３ 次 元 測 量 の 実 施 に よ り 、 こ れ ま で 人

力 で 計 測 し て い た 施 工 延 長 や 土 量 が 、 点 群 デ ー タ と

し て 取 得 さ れ 、 土 工 数 量 等 が 短 時 間 か つ 高 精 度 で 算

出 可 能 と な る 。

■ＵＡＶは飛行手段であって、測量原理の説明までするように

【 手 法 ② 】 Ｖ Ｒ デ バ イ ス で の 竣 工 検 査

・ Ｖ Ｒ デ バ イ ス で 設 計 デ ー タ を 表 示 さ せ る こ と で 、 視
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覚 的 に 分 か り 易 い 形 状 確 認 、 検 査 が 可 能 と な る 。

・ 遠 隔 臨 場 と し た 場 合 は 、 現 地 に 行 く こ と な く 竣 工 検

査 実 施 が 可 能 と な り 、 移 動 時 間 が 無 く な る 。

■ＶＲデバイスの検査はともかく、ここは ICT土工における出来形管理の手法ですから、

それにつなげる結論とするように。

↓不要です。

以 上
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Ⅱ－2－1 近年、未就学児を中心に子供が日常的に集団で移動する経路等の安全確保に関心が高ま

っており、ある市街地においても生活道路を含めた緊急的交通安全対策が検討されている。この対

策の担当責任者として、下記の内容について記述せよ。

（1）調査、検討すべき事項とその内容について説明せよ。
（2）業務を進める手順について、留意すべき点、工夫を要する点を含めて述べよ。
（3）業務を効率的、効果的に進めるための関係者との調整方策について述べよ。

作成日 2021.7.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅱ－2－1
評価B、ⅡⅢ総合でA
部門 建設

専門科目 道路

１ ． 調 査 、 検 討 す べ き 事 項 と そ の 内 容

① 道 路 構 造 の 把 握

・ 子 供 の 移 動 経 路 上 の 道 路 構 造 を 把 握 す る 。 具 体 的 に

は 、 道 路 規 格 、 幅 員 、 設 計 速 度 、 歩 道 の 有 無 、 歩 道

の 幅 員 な ど の 基 本 事 項 に 加 え 、 安 全 対 策 と し て の 道

路 標 識 や ガ ー ド レ ー ル の 有 無 な ど を 把 握 し 、 県 と 運

基 礎 資 料 と す る 。

■子供の移動とはどこからどこなのか。学校、塾など焦点を絞る。ゼロベースで調査する

のではなく、この分野の経験が問われています。

② 交 通 量 の 把 握

・ 移 動 経 路 の 道 路 の 交 通 量 を 把 握 す る 。 特 に 、 事 故 が

発 生 し た 場 合 に 被 害 が 大 き く な り や す い バ ス や ト ラ

ッ ク な ど の 大 型 車 両 は 、 通 園 通 学 時 間 帯 の 詳 細 な 交

通 量 デ ー タ を 把 握 す る 。

③ 周 辺 道 路 に お け る 過 去 の 事 故 発 生 デ ー タ

・ 周 辺 の 道 路 で 発 生 し た 事 故 に つ い て 、 発 生 時 間 帯 や

事 故 内 容 、 発 生 箇 所 、 事 故 発 生 箇 所 の 地 形 的 な 特 徴

等 を 整 理 し て 、 今 回 の 検 討 箇 所 と 比 較 す る 。 こ こ で

あ と 一 文 何 か 記 載 し た が 忘 れ た 。

■過去データからフィードバックは〇ですが、しかしねらいまで示すことです。考え方が

問われています。

④ 交 通 安 全 が 損 な わ れ る 原 因 の 把 握

・ 対 策 を 検 討 す る た め 、 交 通 の 安 全 が 損 な わ れ る 原 因

に つ い て 検 討 を 行 う 。

■ここは↑書かれていることの意味が不明です。
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２ ． 留 意 す べ き 点 、 工 夫 す べ き 点 を 含 め た 業 務 実 施 手

順

【 手 順 ① 】 資 料 収 集 整 理

・ 道 路 台 帳 や 道 路 計 画 時 の 設 計 資 料 デ ー タ 、 事 故 資 料

を 収 集 整 理 す る 。

・ 収 集 資 料 を 基 に 、 机 上 で 交 通 危 険 箇 所 や 現 地 詳 細 確

認 箇 所 を 抽 出 し て お く こ と に 留 意 す る 。

・ ま た 歩 道 橋 な ど が あ る 場 合 は 、 道 路 附 属 物 点 検 結 果

を 収 集 し 健 全 度 を 把 握 す る な ど の 工 夫 が 必 要 で あ る 。

■形式的な見出しではなく、真に必要な対策は何か絞って具体的に挙げるように。「とり

あえず、最初は基礎調査・・」とか言うのは△です。

【 手 順 ② 】 現 地 確 認

・ 対 象 箇 所 の 現 地 確 認 を 行 い 、 植 生 に よ り 見 通 し が 悪

い 箇 所 や 事 故 後 の 補 修 が 実 施 さ れ て い る 箇 所 な ど 、

図 面 で 把 握 で き な い 情 報 を 取 得 す る こ と に 留 意 す る 。

・ 周 辺 の 幼 稚 園 や 学 校 、 バ ス 会 社 や 警 察 な ど 実 際 の 利

道 路 利 用 者 に ヒ ア リ ン グ を 行 う 工 夫 が 必 要 で あ る 。

【 手 順 ③ 】 対 策 の 検 討

・ 緊 急 対 策 と し て は 、 速 効 性 の 高 い ラ イ ジ ン グ ボ ラ ー

ド や シ ケ イ ン 、 ハ ン ブ な ど の 設 置 を 検 討 す る こ と に

留 意 す る 。

・ 抜 本 的 な 対 策 も 併 せ て 検 討 し 、 状 況 に 応 じ て 選 択 も

し く は 追 加 対 策 で き る よ う な 工 夫 を 行 う 。

３ ． 業 務 を 効 果 的 、 効 率 的 に 進 め る た め の 調 整 方 策

周 辺 住 民 へ の 説 明 ： 周 辺 準 民 や 保 護 者 の 方 に 対 策 内 容
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の 説 明 会 を 実 施 し 、 対 策 実 施 に つ い て 了 解 を 得 る 。

警 察 ： 対 策 実 施 に あ た っ て の 道 路 使 用 許 可 を 得 る 。 ま

た 状 況 に 応 じ て 通 行 規 制 の 申 請 を 行 う 。

３ 次 元 デ ー タ の 作 成 及 び 説 明 ： 上 記 の 説 明 時 に は 、 対

策 の ３ 次 元 デ ー タ を 作 成 し 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー に 対

し て 分 か り 易 い 説 明 を 行 う と と も に 、 理 解 度 の 向 上

を 図 る 。

■３次元データを使うほど立体的で複雑な説明とは思えません。住民には 3Dより、本質

的な安全や技術配慮が有効です。

以 上
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Ⅲ－2 高速道路ネットワークの進展に伴い、社会経済活動における高速道路の役割の重要性は増しており、持続的な

経済成長や国際競争力の強化を図るため、高速道路をより効率的、効果的に活用していくことが重要である。しかし、

我が国では、限られた財源の中でネットワークを繋げることを第一に高速道路の整備を進めてきた結果、開通延長の約

4割が暫定2車線区間となっており、諸外国にも例を見ない状況にある。
（1）暫定2車線について、技術者としての立場で多面的な観点から3つ課題を抽出し、それぞれの観点を明記したうえ
で、課題の内容を示せ。

（2）抽出した課題のうち最も重要と考える課題を1つ挙げ、その課題に対する複数の解決策を示せ。
（3）すべての解決策を実行しても新たに生じるリスクとそれへの対策について、専門技術を踏まえた考えを示せ。

作成日 2021.7.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅲ－2
評価 Ａ

部門 建設

専門科目 道路

１ ． 高 速 道 路 の 暫 定 2 車 線 に つ い て の 課 題

【 課 題 ① 】 い か に 災 害 時 に 交 通 を 確 保 す る か ( 人 流 ・

物 流 の 観 点 )

・ 近 年 、 気 候 変 動 に よ る 豪 雨 の 激 甚 化 、 広 域 化 に よ り 、

土 砂 災 害 や 水 災 害 が 頻 発 し て い る 。 ま た 、 南 海 ト ラ

フ 地 震 な ど 首 都 直 下 型 の 地 震 発 生 も 懸 念 さ れ て お り 、

災 害 発 生 リ ス ク が 増 大 し て い る 。

・ 暫 定 2 車 線 区 間 で 災 害 が 発 生 し た 場 合 は 、 ほ ぼ 確 実

に 通 行 止 め と な り 、 避 難 や 救 援 の 人 員 や 物 資 の 輸 送

に 大 き な 影 響 を 与 え る 。

・ そ の た め 、 災 害 発 生 時 に 道 路 交 通 を 確 保 す る 必 要 が

あ る 。

■2車線だからどうするのか。う回路やネットワークなど解決の方針を具体的に提案して

ください。

【 課 題 ② 】 い か に 安 全 な 道 路 に す る か （ 安 全 の 観 点 ）

・ 暫 定 2 車 線 区 間 は そ の ほ と ん ど が 対 面 通 行 と な っ て

お り 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 等 で の 対 策 が 実 施 さ れ て い る

が 、 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 正 面 衝 突 に な り 易 い 。

・ 後 続 車 両 も 事 故 を よ け る こ と が 困 難 で あ り 、 巻 き 込

ま れ る こ と が 多 く 、 人 命 被 害 が 甚 大 に な り 易 い 。

・ そ の た め 、 事 故 が 発 生 し に く い 、 発 生 し て も 被 害 を

最 小 化 で き る よ う な 安 全 な 道 路 に す る 必 要 が あ る 。

■具体的に方針まで示す。

【 課 題 ③ 】 い か に 道 路 イ ン フ ラ を 長 寿 命 化 す る か （ 維

持 管 理 の 観 点 ）
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・ 高 度 経 済 成 長 期 に 建 設 さ れ た 高 速 道 路 イ ン フ ラ は 、

建 設 後 ５ ０ 年 を 超 え る 老 朽 化 イ ン フ ラ が 急 増 し て い

く 。

・ 暫 定 2 車 線 で は 、 道 路 の 再 構 築 や 道 路 施 設 更 新 時 に

は 大 規 模 な 通 行 止 め と な り 、 高 速 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク

へ の 影 響 が 懸 念 さ れ る 。

・ そ の た め 道 路 イ ン フ ラ を 長 寿 命 化 す る 必 要 が あ る 。

■この提案は 2車線とは直に関係ありません。

２ ． 抽 出 し た 課 題 の う ち 最 も 重 要 と 考 え ら れ る 課 題 と

そ の 課 題 に 対 す る 解 決 策

・ 最 も 重 要 と 考 え ら れ る 課 題 は 、 課 題 ① い か に 災 害 時

に 交 通 を 確 保 す る か 、 で あ る 。

・ 災 害 時 に 高 速 道 路 を 通 行 可 能 に で き る 対 策 が 実 施 出

来 れ ば 、 同 様 の 方 法 で 事 故 発 生 時 や イ ン フ ラ 修 繕 時

の 交 通 確 保 が で き 、 他 の 課 題 解 決 に も 寄 与 で き る た

め で あ る 。 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。

■前置きが長いです。簡潔に。理由はなくても構いません。

【 解 決 策 ① 】 災 害 に 強 い 国 土 幹 線 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築

・ 高 速 道 路 の 暫 定 ２ 車 線 区 間 を ４ 車 線 化 す る 。 災 害 や

事 故 等 が 発 生 し や す い リ ス ク 箇 所 は 、 優 先 的 に 整 備

し 、 効 果 の 早 期 発 現 を 図 る 。

・ リ ダ ン ダ ン シ ー 確 保 の た め 、 国 道 や 一 般 道 と の ダ ブ

ル ネ ッ ト ワ ー ク を 確 保 す る 。

・ 防 災 危 険 箇 所 の 対 策 実 施 で 災 害 リ ス ク を 低 下 さ せ る 。

【 解 決 策 ② 】 効 果 的 な 情 報 提 供
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・ ETC2.0 の 通 行 実 績 デ ー タ か ら 、 災 害 時 で も 通 行 可 能

な 道 路 を 示 す 通 れ る マ ッ プ を 早 期 に 作 成 公 表 す る 。

・ 通 行 止 め の 基 準 を 降 雨 量 か ら 土 壌 雨 量 指 数 に 移 行 し 、

制 度 の 高 い 効 果 的 な 通 行 止 め 情 報 と す る 。

【 解 決 策 ③ 】 局 所 的 な 防 災 減 災 対 策

・ 高 速 道 路 や 橋 梁 の 被 災 や 流 出 防 止 の た め 、 護 岸 整 備

や 根 固 め 工 の 設 置 、 支 承 補 強 な ど を 実 施 す る 。

・ 高 精 度 の LP 地 形 図 で 検 討 し た 大 規 模 土 砂 災 害 リ ス ク

箇 所 は 、 事 前 の 被 害 減 災 対 策 を 実 施 す る 。

・ 高 速 道 路 上 で 一 般 道 が こ 道 部 と な っ て い る 箇 所 は 、

徒 歩 移 動 、 避 難 用 の 坂 路 を 構 築 し 、 異 常 時 の 緊 急 避

難 路 し て 活 用 す る 。

３ ． 解 決 策 を 実 行 し で も 生 じ る 新 た な リ ス ク と そ れ へ

の 対 策

【 新 た な リ ス ク 】 技 術 革 新 に よ る 高 速 道 路 の 需 要 変 化

・ 高 速 道 路 の 4 車 線 化 に 費 用 も 時 間 も 要 す る 。

・ そ の 間 、 自 動 運 転 社 会 や コ ン パ ク ト シ テ ィ が 実 現 し

た 場 合 に は 、 例 え ば 移 動 時 間 の 概 念 が 無 く な る な ど 、

交 通 の 考 え 方 が 大 き く 変 化 す る 。 高 速 道 路 に 求 め ら

れ る 役 割 や 需 要 が 変 化 し 、 期 待 し た 整 備 効 果 が 発 揮

さ れ な い 可 能 性 が あ る 。

■四車線化が完了した時点でのリスクです。コンパクトシティは別要因であり、ここでは

関連付けない方がよいでしょう。

【 対 策 ① 】 デ ジ タ ル ツ イ ン と Ａ Ｉ に よ る 将 来 需 要 予 測

・ デ ジ タ ル ツ イ ン 上 で 現 実 世 界 と 連 動 す る 交 通 シ ミ ュ
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レ ー シ ョ ン を 実 施 し 、 Ａ Ｉ で 今 後 の 道 路 ネ ッ ト ワ ー

ク の 需 要 予 測 を 行 い 、 需 要 構 造 の 将 来 予 測 を 行 う 。

■AIは情報工学。道路技術での対応はありませんか。

【 解 決 策 ② 】 PDCA サ イ ク ル に よ る 計 画 の 定 期 点 検

・ 随 時 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル で 整 備 効 果 を 分 析 し 、 需 要 に

適 合 す る 整 備 計 画 に 見 直 す こ と で 、 時 代 に 即 し た 効

果 的 な 対 策 を 実 施 し て い く こ と が 重 要 で あ る 。

■ＰＤＣＡは技術者の心構えとしてはＯＫ。しかし道路技術の応用はありませんか。

以 上
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問題文 近年、災害が激甚化・頻発化し、特に、梅雨や台風時期の風水害（降雨、強風、高潮・波浪による災害）が毎年の

ように発生しており、全国各地の陸海域で、土木施設、交通施設や住民の生活基盤に甚大な被害をもたらしている。こう

した状況の下で、国民の命と暮らし、経済活動を守るためには、。

（１）災害が激甚化・頻発化する中で、風水害による被害を、新たな取組を加えた幅広い対策により防止又は軽減するた

めに、技術者としての立場で多面的な観点から３つ課題を抽出し、それぞれの観点を明記したうえで、課題の内容

を示せ。

（２）前問（１）で抽出した課題のうち最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に対する複数の解決策を示せ。

（３）前問（２）で示したすべての解決策を実行しても新たに生じうるリスクとそれへの対応策について、専門技術を踏

まえた考えを示せ。

（４）前問（１）～（３）を業務として遂行するに当たり、技術者としての倫理、社会の持続性の観点から必要となる要

件・留意点を述べよ。

作成日 2021.7.15
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅰ－2
評価 Ａ

部門 建設部門

専門科目 道路

１ ． 激 甚 化 す る 風 水 害 の 被 害 を 防 止 す る た め の 課 題

（ １ ） 国 民 の 防 災 意 識 を 高 め る

気 候 変 動 の 影 響 に よ り 、 １ 時 間 に 50mm 以 上 の 短 時 間 強

雨 の 発 生 回 数 は 、 30 年 前 と 比 べ て 1.4 倍 増 加 し て お り 、

土 砂 災 害 や 洪 水 等 の ち 被 害 が 毎 年 の よ う に 全 国 各 地 で

発 生 し て い る 。 こ の た め 、 様 々 な 関 係 機 関 が 連 携 、 協

働 し て 、 防 災 ・ 減 災 対 策 を 講 じ て い く 必 要 が あ る 。

し た が っ て 、 危 機 意 識 共 有 の 観 点 か ら 、 国 民 の 防 災 意

識 を 高 め て い く こ と が 課 題 で あ る 。

■ 建 設 部 門 エ ン ジ ニ ア と し て の 課 題 が 求 め ら れ て い ま

す の で 、 国 民 が ど う す る か と い う 心 構 え み た い な こ と

で は 本 来 の 答 え で は あ り ま せ ん 。 具 体 的 に 建 設 技 術 を

応 用 し て ど の よ う に 防 災 対 策 を 講 じ て い く か と い う 提

案 が 必 要 で す 。

（ ２ ） AI や ロ ボ ッ ト 技 術 等 の 活 用

人 口 が 減 少 し て い る 中 で 、 建 設 業 を 担 う 技 術 系 職 員 も

減 少 し て い る が 、 そ れ に 反 比 例 し て 災 害 は 激 甚 化 ・ 頻

発 化 し て い る 。 限 ら れ た 人 員 で 効 率 的 に 作 業 を 行 う た

め に は 、 デ ジ タ ル 化 を 推 進 す る 必 要 が あ る 。 災 害 時 に

AI 技 術 に よ る 浸 水 範 囲 の 自 動 解 析 や 身 体 的 負 担 を 軽 減

で き る パ ワ ー ア シ ス ト ス ー ツ の 着 用 、 ド ロ ー ン の 活 用

で 被 災 状 況 を 把 握 で き る よ う に な る 。

し た が っ て 、 技 術 者 不 足 の 観 点 か ら 、 AI や ロ ボ ッ ト 技

術 等 を 活 用 す る こ と が 課 題 で あ る 。

■ AI 技 術 を た だ 伝 聞 情 報 と し て 添 え る の で は な く 、 具
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体 的 な 提 案 と し て 表 す よ う に リ サ ー チ し て お い て し て

く だ さ い 。

（ ３ ） 想 定 を 上 回 る 災 害 へ の 対 応

我 が 国 の 国 土 は 山 地 や 丘 陵 地 が 多 く 、 ま た 河 川 も 急 勾

配 な た め 、 近 年 の 気 候 変 動 の 影 響 も あ り 、 土 砂 災 害 や

洪 水 等 の 災 害 が 発 生 し や す い 状 況 で あ る 。 ま た 、 今 後

も こ れ ら の 自 然 災 害 が 頻 繁 に 発 生 す る こ と が 予 測 さ れ

て い る た め 、 早 期 に 対 策 を 実 施 す る 必 要 が あ る 。

し た が っ て 、 制 度 面 や 技 術 面 の 観 点 か ら 、 想 定 を 上 回

る 災 害 に 対 応 す る こ と が 課 題 で あ る 。

■ 「 想 定 を 超 え る 災 害 」 と は 問 題 文 の 前 提 に も 含 ま れ

て い ま す 。 「 こ れ ま で 以 上 に 、 新 た な 取 組 を 加 え た 幅

広 い 対 策 を 行 う こ と が 急 務 と な っ て い る 」 と い う 部 分

が そ う で す 。 出 題 者 が 求 め る 前 提 事 項 で す か ら 課 題 に

は 相 当 し ま せ ん 。 こ う し た 被 害 者 が 求 め る 問 題 の 背 景

を 深 く 捉 え る こ と が 正 解 を 確 実 に す る た め に は 欠 か せ

ま せ ん 。

２ ． 解 決 策

上 記 課 題 の う ち 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 は 、 「（ ３ ）

想 定 を 上 回 る 災 害 へ の 対 応 」 で あ る 。 な ぜ な ら 、 災 害

か ら 人 々 の 生 命 ・ 財 産 を 守 り 、 安 全 な 生 活 環 境 を 整 備

す る 必 要 が あ る か ら で あ る 。 以 下 に そ の 解 決 策 を 示 す 。

（ １ ） 流 域 治 水 対 策 の 実 施

想 定 を 上 回 る 災 害 へ 対 応 す る た め に は 、 流 域 治 水 対 策

を 実 施 す る こ と が 解 決 策 の 一 つ で あ る 。 な ぜ な ら 、 多
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様 な 主 体 と 連 携 し 、 ハ ー ド ・ ソ フ ト の 両 面 か ら 対 策 す

る こ と で 、 効 果 を 発 揮 す る か ら で あ る 。

具 体 的 に は 、 雨 水 貯 留 施 設 の 設 置 、 利 水 ダ ム の 事 前 放

流 、 ダ ム ・ 遊 水 地 の 整 備 、 堤 防 補 強 等 で あ る 。

■ い ず れ も 従 来 か ら 行 わ れ て い る 対 策 そ の も の の よ う

に 思 わ れ ま す 。 「 こ れ ま で 以 上 に 、 新 た な 取 組 を 加 え

た 幅 広 い 対 策 」 と は い わ ゆ る resilience 対 応 と い う こ と に

な る か と 思 い ま す 。 新 た な 防 災 対 応 の 取 り 組 み か ら 提

案 す べ き 技 術 を 読 み 取 っ て く だ さ い 。

https://www.nied-sip2.bosai.go.jp/

（ ２ ） 強 靭 な 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築

想 定 を 上 回 る 災 害 へ 対 応 す る た め に は 、 強 靭 な 道 路 ネ

ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る こ と が 解 決 策 の 一 つ で あ る 。 な

ぜ な ら 、 災 害 時 に 救 助 活 動 や 物 資 の 輸 送 等 を 途 切 れ さ

せ て は い け な い か ら で あ る 。

具 体 的 に は 、 高 規 格 道 路 の ミ ッ シ ン グ リ ン ク の 解 消 や

４ 車 線 化 の 整 備 、 高 規 格 道 と 主 要 国 道 と の ダ ブ ル ネ ッ

ト ワ ー ク に よ る 機 能 強 化 対 策 等 で あ る 。

（ ３ ） ラ イ フ ラ イ ン と な る イ ン フ ラ の 強 化

想 定 を 上 回 る 災 害 へ 対 応 す る た め に は 、 ラ イ フ ラ イ ン

と な る イ ン フ ラ を 強 化 す る こ と が 解 決 策 の 一 つ で あ る 。

な ぜ な ら 、 防 災 拠 点 と な る 道 の 駅 等 の 施 設 が 、 被 災 者

等 を 受 け 入 れ る 必 要 が あ る か ら で あ る 。

具 体 的 に は 、 下 水 道 管 路 、 下 水 処 理 場 の 耐 震 補 強 や 地
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下 鉄 駅 の 電 源 施 設 の 浸 水 対 策 等 で あ る 。

３ ． 解 決 策 を 実 行 し て も 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 策

上 記 解 決 策 を 実 行 し て も 新 た に 生 じ う る リ ス ク は 、 ノ

ウ ハ ウ 不 足 で あ る 。 な ぜ な ら 、 多 様 な 主 体 が 多 く 、 新

技 術 の 活 用 等 、 情 報 を 一 元 的 に 集 約 す る 必 要 が あ る か

ら で あ る 。

■ ノ ウ ハ ウ 不 足 と は 問 題 と な る 要 因 の 1 つ に 過 ぎ ず 、

こ れ が リ ス ク と は 思 え ま せ ん 。 リ ス ト は 経 済 的 な マ イ

ナ ス 効 果 を 含 む よ う な 発 生 頻 度 の 小 さ い 現 象 で す 。 あ

ま り 想 像 に 難 く な い 話 は リ ス ク と は 言 い に く い で す 。

上 記 リ ス ク の 対 策 と し て 、 イ ン フ ラ メ ン テ ナ ン ス 国 民

会 議 を 活 用 す る こ と で あ る 。 な ぜ な ら 、 多 様 な 主 体 と

連 携 で き 、 産 学 官 民 が 持 つ AI 技 術 に よ る 画 像 診 断 や 衛

星 デ ー タ を 活 用 し た 自 動 運 転 技 術 等 の 新 技 術 を 利 用 で

き 、 効 果 的 に 事 業 の 進 捗 が 図 れ る か ら で あ る 。

４ ． 業 務 と し て 遂 行 す る に 当 た り 必 要 な 要 件 ・ 留 意 点

① 技 術 者 倫 理 の 観 点

人 々 が 安 全 ・ 安 心 し て 生 活 す る た め に も 、 強 靭 な 国 土

を 作 り 、 適 切 な 施 工 、 維 持 管 理 に 努 め て い く こ と が 重

要 で あ り 、 公 益 を 最 優 先 と し て 取 り 組 み 、 公 共 の 安 全

を 確 保 し て い く 必 要 が あ る 。

■ こ れ は 技 術 者 倫 理 の 原 則 の 心 構 え を 描 い た も の だ と

思 い ま す 。 こ こ で 求 め ら れ る 要 件 と は 、 問 2 で 提 案 し

た 流 域 治 水 や 強 靭 な ネ ッ ト ワ ー ク を 作 る に あ た っ て 、
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「 た だ 普 通 に 行 う の で は な く 、 技 術 士 に ふ さ わ し く 技

術 者 倫 理 も 高 め て 行 う た め に は 、 あ な た は 追 加 し て 何

を 行 な い ま す か 」 と い う 意 味 で す 。

② 社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点

人 々 の 暮 ら し を 支 え る た め に は 、 道 路 等 の イ ン フ ラ の

管 理 が 欠 か せ な い 。 新 技 術 を 活 用 す る 等 効 率 的 に 管 理

し 、 将 来 世 代 へ 適 切 に 引 き 継 ぎ 、 環 境 保 全 を 図 り つ つ 、

持 続 可 能 な 社 会 を 構 築 し て い く 必 要 が あ る 。

■ 残 念 な が ら 心 構 え に す ぎ な い 内 容 と な っ て い ま す 。

技 術 士 に SDGs が 求 め ら れ て お り 、 具 体 的 に ど う 応 用 /

実 行 し て い く が 求 め ら れ て い ま す 。



1

問題文 土工工事において施工プロセスの各段階でICTを全面的に活用する工
事をICT土工というが、ICT土工の効果を２つ説明せよ。またICT土工における
出来形管理の手法を具体的に２つ挙げ、それぞれ概要を説明せよ。

作成日 2021.7.15
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅱ-１-４
評価 Ａ

部門 建設部門

専門科目 道路

１ ． Ⅰ Ⅽ Ｔ ⼟ ⼯ の 効 果 に つ い て

（ １ ） 生 産 性 の 向 上 （ 正 確 な 土 量 計 算 、 時 間 短 縮 ）

レ ー ザ ー ス キ ャ ナ ー 等 を 用 い て 、 現 場 の 状 況 を ３ 次

元 点 群 デ ー タ と し て 取 り 扱 う た め 、 従 来 の 管 理 測 点 か

ら の 平 均 断 面 法 で 算 出 し て い た 土 量 計 算 よ り も 正 確 に

測 定 す る こ と が で き る 。

ま た 、 従 来 の 測 量 に 比 べ て 、 人 員 や 測 量 時 間 が 大 幅

に 削 減 で き る 効 果 が あ る 。

（ ２ ） 安 全 性 の 向 上

従 来 は 、 施 工 時 に 丁 張 を 設 置 し て い た が 、 Ⅰ Ⅽ Ｔ 土

工 と な る こ と で 、 丁 張 の 設 置 作 業 や 計 測 業 務 を す る 必

要 が な く な る 。

こ の た め 、 作 業 員 が ロ ー ラ ー や バ ッ ク ホ ウ 等 の 重 機

と の 輻 輳 作 業 が な く な り 、 挟 ま れ 等 の 接 触 事 故 が 減 少

し 、 安 全 性 が 向 上 す る 。

２ ． Ⅰ Ⅽ Ｔ 土 工 に お け る 出 来 形 管 理 の 手 法

（ １ ） 面 管 理

３ 次 元 点 群 デ ー タ に よ り 面 管 理 で の 合 否 判 定 を 可 能

と し た 。 こ の こ と で 、 盛 土 の 締 固 め 度 の 管 理 を ロ ー ラ

ー の 転 圧 回 数 と す る 等 、 施 工 の ス ピ ー ド ア ッ プ 、 管 理

の 省 力 化 に つ な が っ て い る 。

（ ２ ） 法 面 管 理

３ 次 元 設 計 デ ー タ か ら 、 法 面 勾 配 を 判 断 し 、 バ ッ ク

ホ ウ を マ シ ン コ ン ト ロ ー ル す る こ と で 、 バ ケ ッ ト が 自

動 で 動 き 、 必 要 以 上 に 削 ら な い 等 、 効 果 を 発 揮 す る 。
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問題文 近年、未就学児を中心に子供が日常的に集団で移動する経路等の安全確保に関心が高

まっており、ある市街地においても生活道路を含めた緊急的交通安全対策が検討されている。

この対策の担当責任者として、下記の内容について記述せよ。

（１） 調査、検討すべき事項とその内容について説明せよ。

（２） 業務を進める手順について、留意すべき点、工夫を要する点を含めて述べよ。

（３） 業務を効率的、効果的に進めるための関係者との調整方策について述べよ。

作成日 2021.7.15
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅱ -２ -
１

評価 Ａ

部門 建設

部門

専門科目 道路

１ ． 調 査 ・ 検 討 す べ き 事 項

（ １ ） 道 路 幅 員 の 調 査

道 路 内 の 空 間 で 再 配 分 が 可 能 か 検 討 す る た め 、 道 路

幅 員 、 歩 道 の 有 無 、 路 肩 幅 員 等 を 調 査 す る 。

（ ２ ） 交 通 量 の 調 査

自 動 車 （ 大 型 車 ・ 普 通 車 ）、 自 転 車 、 歩 行 者 の 交 通

量 を 調 査 す る 。

（ ３ ） 過 去 の 事 故 を 調 査 ・ 検 討

自 動 車 対 歩 行 者 、 自 転 車 対 歩 行 者 等 、 原 因 者 が わ か

る よ う に 調 査 し 、 対 策 内 容 を 検 討 す る 。

（ ４ ） 通 学 路 の 調 査 ・ 検 討

通 学 路 の 有 無 に つ い て 調 査 す る 。 通 学 路 で な い 場 合

は 、 路 肩 の カ ラ ー 舗 装 が 可 能 か 検 討 す る 。

（ ５ ） 電 柱 の 調 査 ・ 検 討

道 路 内 の 電 柱 の 有 無 に つ い て 調 査 す る 。 幅 員 が 狭 い

場 合 は 、 民 地 へ の 移 設 等 も 含 め た 検 討 す る 。

（ ６ ） 用 地 の 調 査

道 路 に 隣 接 す る 用 地 に つ い て 、 拡 幅 す る 場 合 の 実 現

可 能 性 に つ い て 調 査 す る 。

２ ． 業 務 を 進 め る 手 順

（ １ ） 調 査 ・ 検 討 を 行 う

上 記 １ の （ １ ） ～ （ ６ ） に つ い て 、 現 地 調 査 や 既 存

資 料 、 交 通 管 理 者 、 電 線 等 の 占 用 者 、 法 務 局 等 に 問 い

合 わ せ 、 詳 細 に 現 状 を 把 握 す る 。 他 市 等 で 参 考 と な る

事 例 が あ る か 、 問 い 合 わ せ る 等 工 夫 す る 。
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■ 調 査 検 討 で は 問 1 と 同 じ で 、 ダ ブ リ の 内 容 は 不 要 で

す 。 そ れ よ り 作 業 は ど う 進 め る の で す か 。 時 系 列 に 4

～ 5 の 手 順 を 示 す の が 良 い で し ょ う 。

（ ２ ） 計 画 を 作 成 す る

調 査 ・ 検 討 結 果 を も と に 、 Ⓐ 道 路 幅 員 構 成 、 歩 道 の

設 置 有 無 等 を 計 画 す る 。 生 活 道 路 で あ り 、 抜 け 道 と し

て 利 用 す る 通 過 車 両 も 多 く 、 ス ピ ー ド も 出 て 危 険 で あ

れ ば 、 Ⓑ ガ ー ド レ ー ル 等 の 防 護 柵 を 設 置 し 、 物 理 的 に

分 離 す る 。 通 過 交 通 の 速 度 を 抑 制 で き る よ う 、 Ⓒ ゾ ー

ン 30 の 整 備 に つ い て 交 通 管 理 者 と 協 議 を 行 う な ど 、 よ

り 実 効 性 の 高 い 計 画 と な る よ う 努 め る 。 ま た 、 Ⓓ ビ ッ

グ デ ー タ を 活 用 す る 等 し て 、 急 発 信 、 急 ブ レ ー キ 、 抜

け 道 と し て い る 等 、 潜 在 的 な リ ス ク を 把 握 し て 計 画 を

作 成 す る こ と 等 に 留 意 す る 。

■ 作 業 の 手 順 が 「 計 画 」 だ け で は よ く 見 え ま せ ん 。 Ⓐ

～ Ⓓ の 留 意 点 に ふ さ わ し い 手 順 の 項 目 を 挙 げ て く だ さ

い 。

３ ． 関 係 者 と の 調 整 方 策 に つ い て

業 務 を 効 率 的 、 効 果 的 に 進 め る た め に は 、 道 路 管 理

者 、 警 察 、 学 校 、 地 元 住 民 、 占 用 者 等 の 関 係 者 と 早 期

か ら 協 議 等 を 実 施 す る こ と で あ る 。 そ う す る こ と で 、

ピ ン ポ イ ン ト の 要 望 箇 所 を 把 握 で き 、 対 策 内 容 に つ い

て 警 察 も 含 め て 合 意 で き 、 早 期 に 事 業 着 手 で き る か ら

で あ る 。 ま た 、 ハ ン プ や 狭 さ く 等 の 通 過 交 通 の 速 度 を

抑 制 す る 物 理 的 デ バ イ ス は 、 有 効 で あ る が 、 地 元 の 理
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解 や 協 力 が 不 可 欠 な た め 、 協 議 会 を 通 じ て 合 意 で き る

こ と は 大 き な メ リ ッ ト で あ る 。 ま た 、 関 係 機 関 と 誤 っ

た 認 識 と な ら な い よ う 書 面 で の や り と り と す る こ と や

ウ エ ブ 会 議 等 で リ ア ル タ イ ム に 協 議 す る こ と で 事 業 の

円 滑 化 に つ な が る 。 さ ら に 、 地 元 に は フ ォ ト モ ン タ ー

ジ ュ 等 を 活 用 し て 完 成 形 を 明 示 す れ ば 理 解 も 深 ま る 。

■ 協 議 会 、 ウ エ ブ 会 議 と い っ た 会 議 形 式 の 工 夫 な ど で

は な く 、 2 で 述 べ た 提 案 を 効 率 化 す る た め の 中 身 の 議

論 を す る よ う に し て く だ さ い 。 具 体 的 に は 下 記 項 目 に

つ い て 技 術 士 、 プ ロ マ ネ に ふ さ わ し い 取 り ま と め 案 を

示 す こ と で す 。

Ⓐ 道 路 幅 員 構 成

Ⓑ ガ ー ド レ ー ル 防 護 柵

Ⓒ ゾ ー ン 30 の 整 備

Ⓓ ビ ッ グ デ ー タ 活 用
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問題文 令和２年度の冬は、大雪や短期間の集中的な降雪が発生し、関越自動車道や北陸自動車道において大規

模な車両滞留が発生した。このように、ひとたび大規模な車両滞留が発生するとその解消までに長時間を要し、

結果として社会経済活動に多大な影響を及ぼすとともに、ドライバーや同乗者の生命が脅かされる事態にもなり

うることから、大規模な車両滞留を徹底的に防止することが求められている。

このような状況を踏まえて、以下の問いに答えよ。

（１）降雪に伴う大規模な車両滞留を徹底的に防止するため、技術者としての立場で多面的な観点から３つ課題

を抽出し、それぞれの観点を明記したうえで、課題の内容を示せ。

（２）抽出した課題のうち最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に対する複数の解決策を示せ。

（３）すべての解決策を実行しても新たに生じうるリスクとそれへの対策について、専門技術を踏まえた考えを

示せ。

作成日 2021.7.15
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅲ－１

評価 Ａ

部門 建設部門

専門科目 道路

１ ． 大 雪 時 の 大 規 模 な 車 両 滞 留 を 防 止 す る た め の 課 題

（ １ ） ド ラ イ バ ー へ の 呼 び か け ・ 協 力 の 要 請

短 期 間 の 集 中 的 な 大 雪 時 に 大 規 模 な 車 両 の 停 滞 が 繰 り

返 し 発 生 し 、 解 消 ま で に 数 日 間 を 要 す る ケ ー ス も あ っ

た 。 こ の た め 、 国 民 一 人 一 人 が 降 雪 状 況 に 応 じ て 道 路

の 利 用 を 控 え る 等 、 国 民 が 通 行 止 め の 必 要 性 を 理 解 し 、

道 路 の 抑 制 に と 努 め る 必 要 が あ る 。

し た が っ て 、 道 路 の 利 用 抑 制 の 観 点 か ら 、 ド ラ イ バ ー

へ の 呼 び か け ・ 協 力 を 要 請 す る こ と が 課 題 で あ る 。

■ 必 須 科 目 の 問 1 「 国 民 の 防 災 意 識 を 高 め る 」 と 同 じ

答 え で す 。 ド ラ イ バ ー 協 力 の 必 要 性 を 否 定 は し ま せ ん

が 、 し か し 建 設 道 路 の 技 術 者 と し て の 提 案 が 見 え ま せ

ん 。 逆 に 国 民 に 依 存 す る と い う 意 味 か ら は 消 極 的 な 印

象 を 与 え か ね ま せ ん の で あ ま り 好 ま し く あ り ま せ ん 。

（ ２ ） 関 係 機 関 の 連 携 の 強 化

大 雪 時 の 対 応 に つ い て 、 国 、 地 方 公 共 団 体 、 道 路 管 理

者 、 警 察 、 消 防 、 自 衛 隊 等 の 関 係 機 関 が 果 た す 役 割 を

明 確 に し 、 連 携 を 強 化 す る 必 要 が あ る 。 特 に 短 期 間 の

集 中 的 な 大 雪 時 の 対 応 に つ い て 、 通 行 止 め や 滞 留 者 の

救 出 活 動 等 の 実 効 性 を 高 め る た め 、 合 同 で の 訓 練 や 情

報 収 集 を 連 携 し て 行 い 、 道 路 利 用 者 に 適 切 に 周 知 で き

る よ う 情 報 の 発 信 方 法 等 を 工 夫 す る 必 要 が あ る 。

し た が っ て 、 危 機 意 識 共 有 の 観 点 か ら 、 関 係 機 関 の 連

携 を 強 化 す る こ と が 課 題 で あ る 。
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■ 連 携 強 化 す る の は 何 の た め で す か 。 よ く 産 官 学 の 連

携 と か 言 わ れ ま す か そ れ は 各 主 体 が 独 自 の 考 え に 基 づ

い て コ ラ ボ レ ー シ ョ ン し 、 そ の 結 果 ベ ス ト の 提 案 を 築

き 上 げ る た め の 取 り 組 み で す 。 連 携 す る 前 に 何 を 提 案

す る か と い っ た 目 的 を 示 す 必 要 が あ り ま す

（ ３ ） 道 路 管 理 者 等 の 取 組 の 強 化

気 候 変 動 の 影 響 に よ り 、 積 雪 深 さ が 過 去 最 高 を 更 新 す

る な ど 、 短 期 間 の 集 中 的 な 大 雪 が 局 所 的 に 発 生 し て い

る 。 道 路 は 物 流 を 安 定 的 に 輸 送 し 、 人 々 が 生 活 を 送 る

上 で 欠 か せ な い 重 要 な イ ン フ ラ で あ り 、 常 に 機 能 す る

必 要 が あ る 。 し か し 、 交 通 の 確 保 を 優 先 し 、 通 行 止 め

を ち ゅ う 躇 し た 結 果 、 大 規 模 な 車 両 滞 留 を 引 き 起 こ し

た 事 例 も あ る 。

し た が っ て 、 安 全 ・ 安 心 な 通 行 を 確 保 す る 観 点 か ら 、

道 路 管 理 者 等 の 取 組 を 強 化 す る こ と が 課 題 で あ る 。

■ 当 事 者 で あ る 道 路 管 理 者 の 取 り 組 み は 重 要 か と 思 い

ま す 。 し か し こ の 問 題 で は そ の 道 路 管 理 者 が ど う あ る

べ き か が 技 術 士 に 問 わ れ て い る わ け で す 。 自 身 が コ ン

サ ル タ ン ト と し て 道 路 管 理 者 に ど う あ る べ き か 、 指 示

を 出 す と し た ら 何 を 提 案 し ま す か 。 そ れ が 答 え で す 。

２ ． 解 決 策

上 記 課 題 の う ち 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 は 、 「（ ３ ） 道 路

管 理 者 等 の 取 組 の 強 化 」 で あ る 。 な ぜ な ら 、 人 命 を 最

優 先 し 、 大 規 模 な 車 両 滞 留 を 徹 底 的 に 回 避 す る 必 要 が

重 要 だ か ら で あ る 。 以 下 に そ の 解 決 策 を 示 す 。
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（ １ ） ソ フ ト 対 策 の 実 施

道 路 管 理 者 等 の 取 組 を 強 化 す る た め に は 、 ソ フ ト 対 策

を 実 施 す る こ と が 解 決 策 の 一 つ で あ る 。 な ぜ な ら 、 多

様 な 主 体 と 早 期 に 連 携 す る こ と で 、 効 果 の 高 い 対 策 を

実 施 で き る か ら で あ る 。

具 体 的 に は 、 段 階 的 な 行 動 計 画 を 示 す タ イ ム ラ イ ン の

作 成 や 地 域 に お け る 除 雪 体 制 の 強 化 、 除 雪 作 業 を 担 う

建 設 会 社 の 確 保 、 タ イ ヤ チ ェ ー ン 装 着 の 徹 底 、 出 控 え

等 の 要 請 等 大 雪 時 の 行 動 変 容 等 で あ る 。

■ ソ フ ト 対 応 と は こ の よ う な モ ノ に よ る 対 応 で は な く 、

ア イ デ ィ ア や プ ロ グ ラ ム 、 仕 組 み の 改 善 に よ っ て 行 う

こ と を 指 し ま す 。 タ イ ム ラ イ ン の 作 成 は 意 義 が 高 い と

考 え ま す 。 除 雪 会 社 の 確 保 や タ イ ヤ チ ェ ー ン と 言 っ た

手 段 に 発 散 せ ず に 、 根 幹 と な る 考 え 方 を 中 心 に 提 案 す

れ ば 専 門 的 内 容 に 近 づ け た と 思 い ま す 。

（ ２ ） ハ ー ド 対 策 の 実 施

道 路 管 理 者 等 の 取 組 を 強 化 す る た め に は 、 ハ ー ド 対

策 を 実 施 す る こ と が 解 決 策 の 一 つ で あ る 。 な ぜ な ら 、

災 害 時 の 救 急 活 動 や 物 資 の 輸 送 等 を 途 切 れ さ せ て は い

け な い か ら で あ る 。

具 体 的 に は 、 高 速 道 路 や 主 要 国 道 の ４ 車 線 化 や 渋 滞

の 起 点 と な り や す い 交 差 点 へ の カ メ ラ の 増 設 、 ロ ー ド

ヒ ー テ ィ ン グ 等 の 消 融 雪 設 備 の 整 備 、 Ｕ タ ー ン 路 の 整

備 、 路 外 へ の 救 助 場 所 の 整 備 等 で あ る 。
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■ ハ ー ド 対 応 は 確 か に 重 要 で す 。 た だ し こ れ ま で や っ

て き た こ と と 同 じ こ と を し て い て は 効 果 が 期 待 で き ま

せ ん 。 現 状 の 対 策 の 何 処 に 問 題 が あ る か 、 そ れ を 分 析

し て 改 善 す る よ う な 提 案 が 必 要 か と 思 い ま す 。

（ ３ ） 新 技 術 の 活 用

道 路 管 理 者 等 の 取 組 を 強 化 す る た め に は 、 新 技 術 を 活

用 す る こ と が 解 決 策 の 一 つ で あ る 。 な ぜ な ら 、 限 ら れ

た 人 員 で 効 率 的 に 作 業 を 行 う 必 要 が あ る か ら で あ る 。

具 体 的 に は 、 AI を 活 用 し た 交 通 障 害 の 自 動 検 知 シ ス テ

ム の 開 発 、 タ イ ヤ チ ェ ッ ク の 導 入 、 気 象 予 測 技 術 の 向

上 、 衛 星 デ ー タ 活 用 の 除 雪 車 の 自 動 運 転 化 等 で あ る 。

■ 前 置 き の 三 行 を 無 く し て 、 新 技 術 の 中 身 を も う 少 し

具 体 的 に 提 案 で き れ ば 良 か っ た の で は な い で し ょ う か 。

新 技 術 が 必 要 と さ れ て い る こ と は 間 違 い な い こ と で す

し 、 一 方 ど の よ う な 技 術 の 実 効 性 が 高 い か と い う こ と

は 技 術 士 の 提 案 に ふ さ わ し い か と 思 い ま す 。

３ ． 解 決 策 を 実 行 し て も 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 策

上 記 解 決 策 を 実 行 し て も 新 た に 生 じ う る リ ス ク は 、 ノ

ウ ハ ウ 不 足 で あ る 。 な ぜ な ら 、 大 雪 の 定 義 は 地 域 に よ

っ て 異 な る た め 、 大 規 模 な 車 両 滞 留 を 引 き 起 こ す 大 雪

は 、 全 国 の ど の 雪 国 で も 発 生 す る 可 能 性 が あ る か ら で

あ る 。

■ 「 ノ ウ ハ ウ 不 足 」 で は リ ス ク と は 言 い に く い で す 。
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理 由 は 必 須 科 目 1 と 同 じ で す 。 こ の よ う な 自 身 の 提 案

に 対 す る 見 直 し 、 す な わ ち セ ル フ チ ェ ッ ク の 練 習 を 積

む こ と が 大 事 か と 思 い ま す 。 当 面 の 問 題 で は な く 、 提

案 が 完 成 し た 時 点 で 予 想 外 の 問 題 が 生 じ る か ら で す 。

総 監 の 5 つ の 管 理 、 経 済 性 管 理 、 人 的 資 源 管 理 、 情 報

管 理 、 社 会 環 境 管 理 、 安 全 管 理 な ど の 視 点 で 考 え る と

何 か し ら リ ス ク が 浮 か び 上 が る と 思 い ま す 。

上 記 リ ス ク の 対 策 と し て 、 地 域 の 特 性 に 応 じ た 対 策 を

実 施 す る こ と で あ る 。 な ぜ な ら 、 雪 の 降 り 方 や 道 路 状

況 は 地 域 毎 に 異 な る た め 、 具 体 的 か つ 効 果 的 な 実 行 計

画 を 策 定 で き る か ら で あ る 。

具 体 的 に は 、 多 様 な 専 門 分 野 の 有 識 者 で 構 成 さ れ た 検

討 会 の 実 施 や 道 路 利 用 者 か ら の 意 見 聴 取 等 で あ る 。 こ

の 地 域 特 性 を 踏 ま え た 取 組 は 、 他 の 地 域 へ も 水 平 展 開

し 、 情 報 共 有 す る こ と が 重 要 で あ る 。

■ 専 門 家 、 有 識 者 か ら 意 見 を こ う と い う 方 法 は 現 実 に

問 題 解 決 の 手 法 と し て よ く 執 ら れ る 方 法 で は あ り ま す

が 、 し か し こ う し た 第 3 者 に 依 存 す れ ば す る ほ ど 自 ら

の 貢 献 が 小 さ く な っ て し ま い ま す 。 そ も そ も こ の 試 験

が 技 術 士 の 課 題 解 決 能 力 を 図 る こ と が 目 的 で す か ら 、

他 者 に 依 存 し た 提 案 は 減 点 さ れ る 危 険 性 が あ り ま す の

で お 勧 め で き ま せ ん 。


